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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年4月12日(2012.4.12)

【公表番号】特表2010-512394(P2010-512394A)
【公表日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-016
【出願番号】特願2009-541337(P2009-541337)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/898    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/899    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/893    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  25/00    １０１　
   Ａ０１Ｎ  25/22    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   7/10    ＣＳＰＰ
   Ｃ０７Ｆ   7/10    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｆ   7/10    　　　Ｒ
   Ｃ０７Ｆ   7/10    　　　Ｓ
   Ｃ０７Ｆ   7/10    　　　Ｔ
   Ｃ０９Ｋ   3/00    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   8/898   　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/899   　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/893   　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月15日(2012.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　農業用組成物であって、
　（ａ）式：
　　　（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｓｉ－Ｒ４－Ｓｉ（Ｒ５）（Ｒ６）（Ｒ７）
を有するシランと、
　（ｂ）農業用成分とを含有し；
式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６は、各々独立して、１から６の一価炭化水素ラジ
カルと、アリールと、アリール基を有する７から１０の炭素の炭化水素基とからなる群か
ら選択され；
　Ｒ４は、１から３の炭素の炭化水素基であり；
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　Ｒ７は、Ｒ８－ＲＡ、Ｒ９－ＲＣ、およびＲ１０－ＲＺであり；
　Ｒ８は、Ｒ１１（Ｏ）ｔ（Ｒ１２）ｕ（Ｏ）ｖ－、
【化１】

、およびＲ１４Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃ－からなる群から
選択され；
式中、Ｒ１１およびＲ１２は、各々独立して、１から４の炭素原子の二価炭化水素基から
なる群から選択され、これの各々は、任意選択で、一つもしくはそれ以上のＯＨラジカル
により置換されてもよく；Ｒ１３は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基であり；Ｒ１

４は、１から６の炭素の直鎖または分岐の二価炭化水素基である；下付き文字ｔ、ｕ、お
よびｖは、ゼロまたは１であり；
　下付き文字ａ、ｂ、およびｃは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ａ＋ｂ＋ｃ≦１０、式中、ａ≧１を満たし；
　ＲＡは、－ＳＯ３ＭＫ、－Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１５）ＣＯＯ－ＭＫ；－ＰＯ３Ｈ
ＭＫ；－ＣＯＯＭＫからなる群から選択される一価のラジカルであり；
式中、Ｒ１５は、Ｈまたは－ＳＯ３ＭＫであり；
　ＭＫは、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｃａ２＋、ＮＨ４

＋、Ｌｉ＋、および２から４の炭素のアルキ
ル基を含有するモノアルキルアミン、ジアルキルアミン、およびトリアルキルアミン、ま
たは２から４の炭素のアルキル基を含有するモノアルカノールアミン、ジアルカノールア
ミン、およびトリアルカノールアミンから誘導される一価アンモニウムイオンからなる群
から選択される陽イオンであり；
　Ｒ９は、Ｒ１６（Ｏ）ｗ（Ｒ１７）ｘ－およびＲ１８Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ
）ｅ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｆＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－からなる群から選択される一価のラジ
カルであり；
式中、Ｒ１６およびＲ１７は、各々独立して、１から４の炭素原子の二価炭化水素基から
なる群から選択され；Ｒ１８は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基であり；下付き文
字ｗおよびｘは、ゼロまたは１である；
　下付き文字ｄ、ｅ、およびｆは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｄ＋ｅ＋ｆ≦１０、式中、ｄ≧１を満たし；
　ＲＣは、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）、

【化２】

　、　
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【化３】

、および
【化４】

から選択され；
式中、Ｒ１９およびＲ２０は、独立して、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭
化水素ラジカル、Ｒ２６Ｎ（Ｒ２９）（Ｒ３０）、および－Ｒ２７Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｇ（
Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｈ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｉＲ２８からなる群から選択され；
　下付き文字ｇ、ｈ、およびｉは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｇ＋ｈ＋ｉ≦１０、式中、ｇ≧１を満たし；
　Ｒ２１、Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５は、各々独立して、Ｈおよび１から４の炭素の分岐ま
たは直鎖の一価炭化水素ラジカルからなる群から選択される；
　Ｒ２２は、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭化水素ラジカル、および－Ｒ
３１Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｊ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｋ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｌＲ３２からなる群から選択さ
れる一価のラジカルであり；
　下付き文字ｊ、ｋ、およびｌは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｊ＋ｋ＋ｌ≦１０、式中、ｊ≧１を満たし；
　Ｒ２６は、１から６の炭素の二価炭化水素ラジカルまたはＲ３３Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）Ｏｍ

（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｏＲ３４であり；
　下付き文字ｍ、ｎ、およびｏは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｍ＋ｎ＋ｏ≦１０、式中、ｍ≧１を満たし；
　Ｒ２９およびＲ３０は、独立して、Ｈまたは１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭
化水素ラジカルからなる群から選択され；
　Ｒ２７、Ｒ３１、およびＲ３３は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基からなる群か
ら選択され；
　Ｒ２８は、Ｈ、１から６の炭素の一価炭化水素ラジカル、およびＮ（Ｒ４０）（Ｒ４１

）からなる群から選択される一価のラジカルであり；
　Ｒ３２およびＲ３４は、独立して、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭化水
素ラジカル、およびＲ３７Ｎ（Ｒ３８）（Ｒ３９）からなる群から選択され；
式中、Ｒ３７は、１から６の炭素の二価炭化水素ラジカルであり；
　Ｒ３５、Ｒ３６、Ｒ３８、およびＲ３９は、独立して、Ｈおよび１から４の炭素の分岐
または直鎖の一価炭化水素ラジカルからなる群から選択され；
　Ｒ１０は、Ｒ４０（Ｏ）ｙ（Ｒ４１）ｚ－およびＲ４２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｐ（Ｃ３Ｈ６

Ｏ）ｑ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｒＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－からなる群から選択される一価のラ
ジカルであり；
式中、Ｒ４０およびＲ４１は、各々独立して、１から４の炭素原子の二価炭化水素基から
なる群から選択され；
　Ｒ４２は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基であり；
　下付き文字ｙおよびｚは、ゼロまたは１であり；
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　下付き文字ｐ、ｑ、およびｒは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｐ＋ｑ＋ｒ≦１０、式中、ｐ≧１を満たし；
　ＲＺは、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）β、－Ｎ－（Ｒ４６）（
Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δ、－Ｎ＋－（Ｒ４９）（Ｒ５０）Ｒ５１ＯＰ（＝Ｏ）
（Ａ）（Ｂ）、または（－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ５２）Ｒ５３Ｎ－（Ｒ５４）（Ｒ５５））＋

－（Ｒ５６ＯＰ（＝Ｏ）（Ａ）（Ｂ））（Ｘ－）εであり；
式中、Ｒ４３、Ｒ４４、Ｒ４６、Ｒ４７、Ｒ４９、Ｒ５０、Ｒ５２、Ｒ５４、およびＲ５

５は、独立して、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭化水素ラジカル、および
２から４の炭素のアルキル基を含有するアルカノールアミン基からなる群から選択され；
Ｒ４５は、３から４の炭素の二価の基であり；
　下付き文字α、β、γ、δ、およびεは、ゼロまたは１であり、下記の関係：
　　　α＋β＝１、および、γ＋δ＝１に従い；
　Ｒ４８およびＲ５１は、独立して、１から４の炭素の二価の基であり；
　Ｒ５３およびＲ５６は、各々独立して、２から４の炭素の二価の基であり；
　ＡおよびＢは、Ｏ－およびＯＭＫから選択され；Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、およびＩからなる
群から選択される陰イオンであり；そして、下付き文字εは、０、１、または２であり、
ここで、前記農業用組成物は高められた耐加水分解性を有する、組成物。
【請求項２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６が、メチルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ７が、Ｒ８－ＲＡである、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　ＲＡが、－ＳＯ３ＭＫである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　ＲＡが、－ＣＯＯＭＫである、請求項３に記載の組成物。
【請求項６】
　Ｒ７が、Ｒ９－ＲＣである、請求項２に記載の組成物。
【請求項７】
　ＲＣが、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）である、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ７が、Ｒ１０－ＲＺである、請求項２に記載の組成物。
【請求項９】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）βである、請求項８に記
載の組成物。
【請求項１０】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４６）（Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δである、請求項８に記
載の組成物。
【請求項１１】
　パーソナルケア組成物であって：
（ａ）　請求項１のシランと、
（ｂ）　パーソナルケア成分と
を含有し、
ここで前記パーソナルケア組成物は高められた耐加水分解性を有する、組成物。
【請求項１２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６が、メチルである、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　Ｒ７が、Ｒ８－ＲＡである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　ＲＡが、－ＳＯ３ＭＫである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
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　ＲＡが、－ＣＯＯＭＫである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　Ｒ７が、Ｒ９－ＲＣである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１７】
　ＲＣが、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）である、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　Ｒ７が、Ｒ１０－ＲＺである、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１９】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）βである、請求項１８に
記載の組成物。
【請求項２０】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４６）（Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δである、請求項１８に
記載の組成物。
【請求項２１】
油およびガスの処理組成物であって：
　ａ）請求項１に記載のシランと、
　ｂ）油およびガスの処理成分と
を含有し、
ここで、前記油およびガスの処理組成物は高められた耐加水分解性を有する、組成物。
【請求項２２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６が、メチルである、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　Ｒ７が、Ｒ８－ＲＡである、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　ＲＡが、－ＳＯ３ＭＫである、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　ＲＡが、－ＣＯＯＭＫである、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
　Ｒ７が、Ｒ９－ＲＣである、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２７】
　ＲＣが、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）である、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
　Ｒ７が、Ｒ１０－ＲＺである、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２９】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）βである、請求項２８に
記載の組成物。
【請求項３０】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４６）（Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δである、請求項２８に
記載の組成物。
【請求項３１】
　水処理組成物であって：
　ａ）請求項１に記載のシランと、
　ｂ）水処理成分と
を含有し、
ここで、前記水処理組成物は高められた耐加水分解性を有する、組成物。
【請求項３２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６が、メチルである、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
　Ｒ７が、Ｒ８－ＲＡである、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
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　ＲＡが、－ＳＯ３ＭＫである、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
　ＲＡが、－ＣＯＯＭＫである、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３６】
　Ｒ７が、Ｒ９－ＲＣである、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３７】
　ＲＣが、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）である、請求項３６に記載の組成物。
【請求項３８】
　Ｒ７が、Ｒ１０－ＲＺである、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３９】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）βである、請求項３８に
記載の組成物。
【請求項４０】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４６）（Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δである、請求項３８に
記載の組成物。
【請求項４１】
　パルプおよび紙の処理組成物であって：
　ａ）請求項１に記載のシランと、
　ｂ）パルプおよび紙の処理成分と
を含有し、ここで、前記パルプおよび紙の処理組成物は高められた耐加水分解性を有する
、組成物。
【請求項４２】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６が、メチルである、請求項４１に記載の組成物。
【請求項４３】
　Ｒ７が、Ｒ８－ＲＡである、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４４】
　ＲＡが、－ＳＯ３ＭＫである、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４５】
　ＲＡが、－ＣＯＯＭＫである、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４６】
　Ｒ７が、Ｒ９－ＲＣである、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４７】
　ＲＣが、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）である、請求項４６に記載の組成物。
【請求項４８】
　Ｒ７が、Ｒ１０－ＲＺである、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４９】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）βである、請求項４８に
記載の組成物。
【請求項５０】
　ＲＺが、－Ｎ－（Ｒ４６）（Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δである、請求項４８に
記載の組成物。
【請求項５１】
　シランを含有する組成物であって、式：
　　　（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｓｉ－Ｒ４－Ｓｉ（Ｒ５）（Ｒ６）（Ｒ７）
を有し、
式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６は、各々独立して、１から６の一価の炭化水
素ラジカルと、アリールと、アリール基を有する７から１０の炭素の炭化水素基とからな
る群から選択され；
　Ｒ４は、１から３の炭素の炭化水素基であり；
　Ｒ７は、Ｒ８－ＲＡ、Ｒ９－ＲＣ、およびＲ１０－ＲＺであり；
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　Ｒ８は、Ｒ１１（Ｏ）ｔ（Ｒ１２）ｕ（Ｏ）ｖ－、
【化５】

、およびＲ１４Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃ－からなる群から
選択され；
式中、Ｒ１１およびＲ１２は、各々独立して、１から４の炭素原子の二価炭化水素基から
なる群から選択され、これの各々は、任意選択で、一つもしくはそれ以上のＯＨラジカル
により置換されてもよく；Ｒ１３は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基であり；Ｒ１

４は、１から６の炭素の直鎖または分岐の二価炭化水素基であり；
　下付き文字ｔ、ｕ、およびｖは、ゼロまたは１であり；下付き文字ａ、ｂ、およびｃは
、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ａ＋ｂ＋ｃ≦１０、式中、ａ≧１を満たし；
　ＲＡは、－ＳＯ３ＭＫ、－Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１５）ＣＯＯ－ＭＫ；－ＰＯ３Ｈ
ＭＫ；－ＣＯＯＭＫからなる群から選択される一価のラジカルであり；
式中、Ｒ１５は、Ｈまたは－ＳＯ３ＭＫであり；
　ＭＫは、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｃａ２＋、ＮＨ４

＋、Ｌｉ＋、および、２から４の炭素のアル
キル基を含有するモノアルキルアミン、ジアルキルアミン、およびトリアルキルアミン、
または２から４の炭素のアルキル基を含有するモノアルカノールアミン、ジアルカノール
アミン、およびトリアルカノールアミンから誘導される一価アンモニウムイオンからなる
群から選択される陽イオンであり；
　Ｒ９は、Ｒ１６（Ｏ）ｗ（Ｒ１７）ｘ－およびＲ１８Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ
）ｅ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｆＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－からなる群から選択される一価のラジ
カルであり；
式中、Ｒ１６およびＲ１７は、各々独立して、１から４の炭素原子の二価炭化水素基から
なる群から選択され；Ｒ１８は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基であり；下付き文
字ｗおよびｘは、ゼロまたは１であり；
　下付き文字ｄ、ｅ、およびｆは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｄ＋ｅ＋ｆ≦１０、式中、ｄ≧１を満たし；
　ＲＣは、Ｎ（Ｒ１９）（Ｒ２０）、

【化６】

、　
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【化７】

、および
【化８】

から選択され；
式中、Ｒ１９およびＲ２０は、独立して、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭
化水素ラジカル、Ｒ２６Ｎ（Ｒ２９）（Ｒ３０）、および－Ｒ２７Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｇ（
Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｈ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｉＲ２８からなる群から選択され；
　下付き文字ｇ、ｈ、およびｉは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｇ＋ｈ＋ｉ≦１０、式中、ｇ≧１を満たし；
　Ｒ２１、Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５は、各々独立して、Ｈおよび１から４の炭素の分岐ま
たは直鎖の一価炭化水素ラジカルからなる群から選択され；
　Ｒ２２は、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭化水素ラジカル、および－Ｒ
３１Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｊ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｋ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｌＲ３２からなる群から選択さ
れる一価のラジカルであり；
　下付き文字ｊ、ｋ、およびｌは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｊ＋ｋ＋ｌ≦１０、式中、ｊ≧１を満たし；
　Ｒ２６は、１から６の炭素の二価炭化水素ラジカルまたはＲ３３Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）Ｏｍ

（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｏＲ３４であり；
　下付き文字ｍ、ｎ、およびｏは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｍ＋ｎ＋ｏ≦１０、式中、ｍ≧１を満たし；
　Ｒ２９およびＲ３０は、独立して、Ｈまたは１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭
化水素ラジカルからなる群から選択され；
　Ｒ２７、Ｒ３１、およびＲ３３は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基からなる群か
ら選択され；
　Ｒ２８は、Ｈ、１から６の炭素の一価炭化水素ラジカル、およびＮ（Ｒ４０）（Ｒ４１

）からなる群から選択される一価のラジカルであり；
　Ｒ３２およびＲ３４は、独立して、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭化水
素ラジカル、およびＲ３７Ｎ（Ｒ３８）（Ｒ３９）からなる群から選択され；
式中、Ｒ３７は、１から６の炭素の二価炭化水素ラジカルであり；
　Ｒ３５、Ｒ３６、Ｒ３８、およびＲ３９は、独立して、Ｈおよび１から４の炭素の分岐
または直鎖の一価炭化水素ラジカルからなる群から選択され；
　Ｒ１０は、Ｒ４０（Ｏ）ｙ（Ｒ４１）ｚ－およびＲ４２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｐ（Ｃ３Ｈ６

Ｏ）ｑ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｒＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－からなる群から選択される一価のラ
ジカルであり；
式中、Ｒ４０およびＲ４１は、各々独立して、１から４の炭素原子の二価炭化水素基から
なる群から選択され；
　Ｒ４２は、２から４の炭素原子の二価炭化水素基であり；
　下付き文字ｙおよびｚは、ゼロまたは１であり；
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　下付き文字ｐ、ｑ、およびｒは、ゼロまたは正であり、そして次の関係：
　　　１≦ｐ＋ｑ＋ｒ≦１０、式中、ｐ≧１を満たし；
　ＲＺは、－Ｎ－（Ｒ４３）（Ｒ４４）αＲ４５ＳＯ３（ＭＫ）β、－Ｎ－（Ｒ４６）（
Ｒ４７）γＲ４８ＣＯＯ（ＭＫ）δ、－Ｎ＋－（Ｒ４９）（Ｒ５０）Ｒ５１ＯＰ（＝Ｏ）
（Ａ）（Ｂ）、または（－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ５２）Ｒ５３Ｎ－（Ｒ５４）（Ｒ５５））＋

－（Ｒ５６ＯＰ（＝Ｏ）（Ａ）（Ｂ））（Ｘ－）εであり；
式中、Ｒ４３、Ｒ４４、Ｒ４６、Ｒ４７、Ｒ４９、Ｒ５０、Ｒ５２、Ｒ５４、およびＲ５

５は、独立して、Ｈ、１から４の炭素の分岐または直鎖の一価炭化水素ラジカル、および
２から４の炭素のアルキル基を含有するアルカノールアミン基からなる群から選択され；
Ｒ４５は、３から４の炭素の二価の基であり；
　下付き文字α、β、γ、δ、およびεは、ゼロまたは１で、下記の関係：
　　　α＋β＝１、および、γ＋δ＝１に従い；
　Ｒ４８およびＲ５１は、独立して、１から４の炭素の二価の基であり；
　Ｒ５３およびＲ５６は、各々独立して、２から４の炭素の二価の基であり；
　ＡおよびＢは、Ｏ－およびＯＭＫから選択され；Ｘは、Ｃｌ、Ｂｒ、およびＩからなる
群から選択される陰イオンであり；そして、下付き文字εは、０、１、または２であり；
ここで、前記シランが、高められた耐加水分解性を有する、組成物。
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